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小川村立屋から見た小川村成就地区

県道長野大町線沿いにある「ふるさとらんど小川」（旧長野県知事公舎）



小川村古山東にある猫檀家伝説の残る法蔵寺（ねこ寺）

猫塚の由来

県道長野大町線沿いにある「ふるさとらんど小川」（旧長野県知事公舎）



大町市美麻は松本藩領であり、藩境の小川村（松代藩領）には、日影、桐山、立屋
の三箇所に口留番所が設置されていました

板東三十三番観音石仏群（小川村川手）　　　　　リップルマーク（さざ波の化石）　　　

　本州の重心地「本州のへそ」（小川村法地）



　

日影口留番所跡



桐山口留番所跡

立屋口留番所跡

虫倉山登山口にある薬師洞窟（小川村稲丘東）



薬師洞窟近くの展望台から見た小川村稲丘東地区

虫倉山登山口(長野市中条)にある山姥の像



樹齢1300年以上と云われている
日下野の杉（長野市中条日下野）

田植えの終わった長野市中条御山里の棚田



　弘化４（1847)年の善光寺地震で180ｍも
　滑り落ち45度に傾いている臥雲の三本杉

嘉歴３(1328)年開基の古刹、七不思議を伝承する臥雲院（長野市中条日下野）



信濃三十三番札所の三十番、雨乞いと縁結びの寺、正法寺（長野市中条日下野）

縄文、弥生、平安、戦国時代の千見遺跡（大町市美麻千見）

寛政6(1794)年に社号免許を受けた延喜式内清水神社(長野市信更町田野口)


